
『ユニット構築会議／ 
学術実験プラットフォーム検討会議』 

（第25回）

1. お知らせ 
‣プラズマ核融合学会年会インフォーマルミーティグについて 
‣プラットフォーム関連のアナウンス 
‣LHD常伝導化作業室の発足について 

2. ユニットテーマ研究課題の整理（吉田善章）

2021年12⽉8⽇ 13:30~15:00

オンライン会議

連絡事項 

 本⽇のユニット構築会議
は13:30から開始します．
しばらくお待ちください．



お知らせ
❖プラズマ・核融合学会年会にて，インフォーマルミーティング「核融合科学研

究所の新展開」を開催しました．

■ LHDプロジェクト終了後を見据えた核融合科学研究所の新しい在り方についての検討に
ついて報告 
▶ユニットの考え方 
▶ユニット構築に向けた検討状況 

● 検討中の14のユニットテーマ 
■ 核融合科学研究所のアイデンティティ
が大きく変わることに際し，共同利用
研としての役割をどのように果たすの
か，今後も継続して議論を重ねる必要
があることを確認 

❖さらなる意⾒交換のため，核融合ネットワーク会合の開催を依頼しています．
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ブレーンストーミング
研究テーマ紹介フェーズ
ユニットテーマ構想フェーズ
ユニット組織化フェーズ
ユニット結成紹介と学術活動
ユニット体制移行

レビュ（ユニットテーマの決定）
研究テーマ紹介

評価（ユニットの結成）

ユニット体制

LHD 23c LHD 24c
ユニット体制準備期間

1

ユニット構築の進め⽅とスケジュール

❖ユニットの理念を共有するフェーズ（4⽉）

■ 所内でのブレーンストーミング 

❖研究テーマを広く共有するフェーズ（4~7⽉）

■ アンケート，ユニット構築会議での研究テーマ紹介 

❖⼈と繋がりユニットテーマを構想するフェーズ（5
⽉~）

■ 個別会合によるユニットテーマの策定 
■ 外部レビュアによるユニットテーマのレビュ 
■ レビュの反映とクラスタ化によるユニットテーマの練
り上げ 

■ 自然な軸の上でのユニットテーマ構築　⬅︎ 現在実施中 

❖ユニットを構築するフェーズ（レビュ後~3⽉，
2022年度）

■ ユニットの構成，アカデミックプラン（研究方法，予
算プラン）の検討 

■ ユニットごとに，評価委員会による評価，承認 

❖ユニットの承認と研究活動（2022年度）

■ 承認されたユニットは，研究活動を開始 
■ 組織変更に着手し，ユニット体制の整備を完了 

❖ユニット体制への移⾏（2023年度~）

■ ユニット体制の本格運用

現在 ※だいぶ遅れています


